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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

(1) このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）
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(2) これまでのプロジェクトの今年度中の成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）



成果の概要

微惑星形成モデルとして、原始惑星系円盤内の塵層の重力不安定モデルと非重力的な力による
塵の付着合体モデルがある。塵層が重力不安定になる臨界密度に達することが、塵層の速度シア
による乱流のため妨げられるのと考えられるために、臨界密度以降の進化の研究はほとんど行わ
れてこなかった。しかし、Sekiya(1998)は塵の面密度とガスの面密度が太陽組成から求められる
値より 1桁大きくなると、臨界密度に達しうることを示した。さらに、円盤の圧力最大の点の周囲
ではシア不安定は起こらないので、この場合も重力不安定の臨界密度に達することができる。　
本研究では、重力不安定の臨界密度に達した後の非線形成長過程を、ガスと塵の 2流体モデルで
計算を行った。すなわち、原始惑星系円盤のガスのみでなく、塵の集合も一種の流体として扱っ
た。ガス抵抗時間がケプラー時間に比べて短い場合は、塵のランダム運動の効果は第 1近似では
無視してよいので、塵の集合体の圧力は０であると仮定して計算を行った。計算のプログラムが
ほとんど完成した本年度後期からは、分担者の矢本を代表者としてカテゴリー Bのプロジェクト
「原始惑星系円盤内のダスト層における重力不安定の 2 流体数値シミュレーション」(wfy55b)が
採択されたので、最終的な成果についてはそちらの報告書を参照されたい。


